
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

郵
政
産
業
労

働
組
合
と
郵
政

労
働
者
ユ
ニ
オ

ン
が
統
合
し
て

今
月
で
一
年
が

   （１） 

 

 

「
あ
る
局
で
は
、
ス
キ
ル
評
価
に

当
た
っ
て
、
厳
し
く
行
う
よ
う
班

長
に
指
示
し
て
い
る
。
３
区
通
区

で
き
る
人
に
、
局
の
都
合
で
２
区

し
か
や
ら
せ
な
い
で
、
Ａ
評
価
か

ら
Ｂ
評
価
に
下
げ
て
い
る
。
公

平
、
正
確
に
ス
キ
ル
評
価
す
る
こ

と
」
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
支
社

は
、
「
個
別
案
件
で
あ
り
、
事
実

関
係
が
わ
か
ら
な
い
。
適
正
に
評

価
す
る
よ
う
指
導
を
し
て
い
く
」

と
回
答
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
作
業
能
率
測
定
に
つ
い

て
、
組
合
は
、
「
実
施
日
が
た
ま

た
ま
基
準
物
数
に
足
り
な
い
、
実

施
方
法
も
局
に
よ
っ
て
や
り
方

が
違
う
。
問
題
が
多
い
の
で
、
見

直
す
こ
と
」
を
求
め
ま
し
た
。
支

社
は
、
「
本
社
施
策
な
の
で
、
回

答
で
き
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

支
社
は
実
態
を
把
握
せ
よ
！ 

要
員
問
題
で
は
、
組
立
ゆ
う
メ

イ
ト
の
廃
止
で
、
社
員
の
超
勤
が

増
え
、
３
６
協
定
違
反
と
な
っ
て

い
る
局
も
あ
る
な
か
で
、
組
合
は

「
組
立
ゆ
う
メ
イ
ト
の
労
働
力

と
人
件
費
、
外
務
社
員
の
労
働
力

と
人
件
費
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
」
「
社
員
が
組
立
を
す

る
の
で
出
発
時
間
が
遅
く
な
り
、

超
勤
対
応
し
な
け
れ
ば
終
わ
ら

な
い
。
人
件
費
を
総
合
的
に
見
れ

ば
、
組
立
ゆ
う
メ
イ
ト
の
雇
用
が

有
効
で
あ
る
。
必
要
な
労
働
力
と

賃
金
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ

て
い
る
」
と
強
く
主
張
し
ま
し

た
。
支
社
は
、
「
郵
便
物
が
減
少

し
て
い
る
。
組
立
ゆ
う
メ
イ
ト
よ

り
外
務
ゆ
う
メ
イ
ト
が
必
要
で

あ
る
。
担
当
者(

外
務
社
員)

で
出

来
る
と
考
え
て
い
る
」
と
の
見
解

で
し
た
が
、
組
合
は
「
郵
便
は
減

っ
て
も
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
入
力

で
作
業
は
む
し
ろ
増
え
て
い
る
。

現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
ほ
し

い
」
と
強
く
申
し
入
れ
、
抜
本
的

に
解
決
す
る
に
は
、
「
大
幅
増
員

し
か
な
い
。
常
態
的
に
超
勤
を
す

る
の
は
要
員
が
足
り
な
い
か
ら

だ
」
と
主
張
。
支
社
は
、
「
外
務

ゆ
う
メ
イ
ト
が
集
ま
ら
な
い
。
あ

ら
ゆ
る
方
法
で
集
め
る
努
力
は

し
て
い
る
」
と
回
答
。
組
合
は
、

「
も
う
一
度
組
立
ゆ
う
メ
イ
ト

を
採
用
す
る
の
も
一
つ
で
あ
る
。

超
勤
に
頼
る
労
働
力
確
保
は
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
で
あ
る

と
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
も
書
い
て

あ
る
。
支
社
は
、
要
員
問
題
、
時

間
管
理
に
対
し
て
、
何
の
解
決
も

し
て
い
な
い
。
指
導
す
る
だ
け
で

な
く
、
局
に
調
査
に
入
る
べ
き

だ
。
本
当
の
実
態
を
つ
か
む
べ
き

だ
」
支
社
は
、
「
要
員
確
保
に
対

し
、
努
力
は
し
て
い
く
」
と
回
答
。

引
き
続
き
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。 

休
息
は
取
れ
な
い 

外
務
の
休
息
時
間
の
見
直
し

問
題
に
つ
い
て
、
組
合
は
、
「
元

の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
方
式
の
方
が
、

き
ち
ん
と
休
息
が
取
れ
る
。
見
直

し
を
し
て
欲
し
い
」
と
言
う
と
、

支
社
は
、
「
業
務
と
業
務
の
間
に

取
る
方
が
良
い
と
考
え
る
」
と
主

張
。
組
合
は
、
「
実
際
は
、
休
息

時
間
が
取
れ
て
い
な
い
。
だ
か

ら
、
一
度
に
ま
と
め
て
取
る
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
方
式
に
戻
す
べ
き
だ
」

と
強
く
求
め
る
と
、
支
社
は
、「
見

組
合
事
務
室
設
置
求
め
る 

王
子
、
西
部
、
多
摩
地
方
支
部

の
事
務
室
の
設
置
に
つ
い
て
、

「
前
向
き
の
回
答
が
得
ら
れ
な

い
時
は
、
第
三
者
機
関
に
訴
え

る
」
こ
と
を
強
く
申
し
入
れ
を
し

ま
し
た
。
支
社
は
、
「
１
支
部
１

事
務
室
１
掲
示
板
が
基
本
で
あ

り
、
社
屋
管
理
者
が
業
務
運
行
上

支
障
の
有
無
を
勘
案
し
て
決
め

る
も
の
で
あ
る
」
と
こ
れ
ま
で
の

回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。
組
合

は
、
「
支
部
は
新
た
に
設
置
を
求

め
る
。
支
社
は
、
各
局
に
早
急
に

設
置
す
る
よ
う
指
導
を
徹
底
す

る
こ
と
」
を
要
請
。
支
社
は
、「
指

導
は
す
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

公
平
・
正
確
な 

ス
キ
ル
評
価
求
め
る 

期
間
雇
用
社
員
の
ス
キ
ル
評

価
、
作
業
能
率
測
定
に
つ
い
て
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４
月
２
２
日
、
１
８
時
よ
り
東
京
支
社
会
議
室
に
て
２
０
１
３

春
闘
要
求
に
対
す
る
交
渉
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

３
月
１
９
日
に
回
答
が
あ
っ
て
か
ら
交
渉
の
日
ま
で
、
１
カ
月

空
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
再
三
早
く
や
る
よ
う
申
し
入
れ
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
支
社
の
都
合
で
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
以
下
、

交
渉
概
要
を
報
告
し
ま
す
。（
詳
細
は
「
東
京 

交
渉
部
ニ
ュ
ー
ス

Ｎ
Ｏ
４
」
を
ご
覧
下
さ
い
） 

経
と
う
と
し
て
い
る
。
両
組
合

が
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
イ
ナ
ス
面
を

補
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
き

た
▼
新
入
社
員
が
入
っ
て
こ
な

い
中
、
多
く
の
退
職
者
は
毎
年

出
て
き
て
い
る
。
ど
の
職
場
も

要
員
が
少
な
い
中
、
職
員
一
人

一
人
の
努
力
に
よ
り
業
務
運
行

が
進
め
ら
れ
て
い
る
▼
集
配
業

務
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）

が
各
職
場
に
導
入
さ
れ
る
。
集

配
業
務
に
お
け
る
ム
リ
・
ム

ダ
・
ム
ラ
を
削
減
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
る
。
大
き
な
特

徴
と
し
て
集
計
が
素
早
く
で
き

る
事
だ
。
し
か
し
、
各
人
の
正

確
な
入
力
と
す
ば
や
い
送
信
が

前
提
と
な
っ
て
い
る
▼
一
昔
前

は
、
人
力
で
区
分
し
組
立
。
そ

れ
を
自
転
車
で
配
達
し
て
い

た
。
転
居
に
至
っ
て
は
、
赤
ボ

ー
ル
ペ
ン
で
直
接
書
い
て
い

た
。
職
場
は
み
ん
な
仲
が
良
か

っ
た
。
今
は
、
仲
は
良
い
の
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
前
の
よ
う
に

温
か
み
を
感
じ
な
い
。 

人
か

ら
機
械
に
代
わ
っ
て
行
く
に
つ

れ
て
そ
ん
な
気
が
し
て
く
る
。 

 
 

（
小
） 

 



 
 

 

５
月
１
日
に
第
８
４
回
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
、「
働
く
も
の

の
団
結
で
生
活
と
権
利
を
守

り
、
平
和
と
民
主
主
義
、
中
立

の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」
（
代
々

木
・
中
央
メ
ー
デ
ー
）「
働
く
者

の
団
結
で
生
活
と
権
利
、
平
和

と
民
主
主
義
を
守
ろ
う
」（
日
比

谷
メ
ー
デ
ー
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
、
団
結
し
て
た
た
か
う

決
意
を
ア
ピ
ー
ル
。
郵
政
産
業

ユ
ニ
オ
ン
東
京
か
ら
は
３
会
場

の
式
典
に
参
加
し
、
代
々
木
公

園
の
中
央
メ
ー
デ
ー
に
１
５
０

人
・
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
に
４
０

人
・
多
摩
メ
ー
デ
ー
に
１
５
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
３
会
場
の

合
計
の
参
加
者
は
全
体
で
は
４

万
人
を
超
え
、
２
０
０
人
以
上

の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

来
年
は
新
し
い
労
働
戦
線
の
統

一
の
発
展
を
目
指
し
て
、
是
非

と
も
統
一
メ
ー
デ
ー
の
開
催
に

努
力
し
て
い
き
た
い
決
起
の
日

と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
も
平
和
大
行
進
が
、
５
月

６
日
に
北
海
道
（
礼
文
島
）
・
東

京
（
夢
の
島
）
の
２
会
場
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、
８
月
６
日
の
広

島
・
長
崎
ま
で
行
進
を
つ
な
げ
て

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
東
京

（
夢
の
島
）
第
五
福
竜
丸
展
示
館

前
の
集
会
に
は
９
０
０
人
が
集

い
、
芝
公
園
ま
で
１
２
０
０
人
が

行
進
を
つ
な
げ
ま
し
た
。「
１
歩

で
も
２
歩
で
も
あ
な
た
も
参

加
」
を
呼
び
か
け
、「
平
和
の
願

い
を
ゴ
ー
ル
ま
で
つ
な
ご
う
」

と
力
強
い
行
進
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
や
歌
が
続
き
ま
す
。
沿

道
か
ら
や
車
の
運
転
手
か
ら

も
、
多
く
の
声
援
と
激
励
が
あ

り
ま
し
た
。 

直
し
は
考
え
て
い
な
い
」
と
回

答
。
組
合
は
、「
管
理
者
が
昼
休

み
の
帰
局
調
査
を
し
て
い
た

が
、
結
果
は
上
が
っ
て
い
る
の

か
」
と
問
う
と
支
社
は
、「
上
が

っ
て
き
て
は
い
な
い
。
勤
務
時

間
管
理
は
、
本
人
も
自
覚
し
て

行
う
も
の
」
と
管
理
責
任
を
放

棄
。
組
合
は
、「
仕
事
の
量
が
多

く
て
休
め
な
い
。
管
理
者
が
時

間
管
理
を
す
る
の
は
仕
事
で
あ

る
。
再
三
述
べ
て
い
る
が
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
方
式
に
し
な
い
と
休

息
時
間
は
取
れ
な
い
。
き
ち
ん

と
職
場
実
態
を
把
握
し
て
欲

し
い
」
と
強
く
申
し
入
れ
ま
し

た
。 不

採
用
は
不
当 

高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
「
改

定
」
に
あ
た
っ
て
、
鵜
島
委
員

長
か
ら
、
銀
座
支
部
の
大
橋
さ

ん
を
再
雇
用
拒
否
し
た
こ
と

に
つ
て
以
下
の
意
見
表
明
を

行
い
ま
し
た
。
「
退
職
後
の
人

生
設
計
を
立
て
、
当
然
採
用
さ

れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
不
採
用
通
知
を
も
ら
い
、

大
学
生
２
名
を
抱
え
、
経
済
的

に
も
き
び
し
い
。
会
社
の
不
当

性
を
厳
し
く
追
及
す
る
。
司
法

の
判
断
を
待
つ
が
、
た
い
へ
ん

遺
憾
で
あ
る
」
支
社
は
、「
意
見

は
、
聞
い
て
お
く
。
」
と
し
か
答

え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

（２） 
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当
面
の
行
動
日
程 

 

６
月
１
日
・
２
日 

 
 
 

地
本
執
行
委
員
会 

 

６
月
２
日 

 
 
 

反
原
発
大
集
会 

 

６
月
５
日 

 
 
 

６
５
歳
裁
判 

 

６
月
９
日 

 
 
 

全
国
郵
政
争
議
交
流
集
会 

 

６
月
１
１
日 

 
 
 

再
雇
用
拒
否
・
都
労
委 

 

６
月
１
３
日 

 
 
 

再
雇
用
拒
否
・
大
橋
裁
判 

 

６
月
１
５
日 

 
 
 

地
本
執
行
委
員
会 

６
月
２
５
日 

 
 
 

第
２
回
地
方
委
員
会 

 

６
月
２
６
日 

 
 
 

け
ん
り
総
行
動 

 

６
月
２
７
～
２
９
日 

 
 
 

第
２
回
定
期
全
国
大
会 

 

７
月
２
７
日 

 
 
 

第
２
回
地
本
大
会 

 
 

  
 
 
 

 

 

 

次にボランティアセンターの宮前さんは東北電力が新たに原発を建設

する予定地（浪江・小高原発）を案内してくれました。そこは浪江町と小

高地区のちょうど境目で、１０メートル以上のポールのような鉄塔が建っ

ていました。 

建設用地は買収されていますが、ここで暮らす住民が反対しているため

に建設されずに何年も経っています。しかし、東北電力は建設をあきらめ

たわけではなく住民の反対運動は続けています。ここに住んでいた人の一

部は東北電力に土地を売り、海岸に近いところに移り住んで電力御殿の家

を建てました。しかし、昨年の地震と津波によって電力御殿は全部流され

てしまいました。今は仮設住宅にいる人、他の県に移っていった人もいる

といいます。 

浪江町は全町民が避難生活（昼間の時間帯に帰れるが、寝泊りできない）

をしていますが、避難をせずに一家族２人の老夫婦（吉澤さん）だけがこ

こに留まって希望牧場を営んで生活しているといいます。それはテレビや

新聞にも報じられたそうです。息子さん夫婦は他に移って生活しています

が、その老夫婦は国からここに住み続ける許可をえて生活し、原発事故の

状況と自分が体験していることをインターネットで毎日更新し、発信し続

けている。原発の建設に一貫して反対し続けて 

町会議員選挙に何回も挑戦し続けているといい 

ます。避難生活をせずにここに留まって自分の 

体験や地域の変化、原発事故が何をもたらすか 

を発信し続けているエネルギーに全員が凄い人 

がいるものだと感心しました。（つづく）   

 

 

 


